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　住民の視点からみると、図書館は「趣味や娯
楽の施設」「本を無料で借りる施設」「学生の自
習室」などのイメー ジが強いのではないでしょうか。
しかし、改革が進む図書館では、図書や雑誌記
事、新聞記事などのさまざまなデータベースが整
備され、「こんなことが知りたい」「こんなことで困
っている」というときに、必要な情報を迅速にかつ
的確に提供し、「地域や住民に役立つ図書館」
として認識されつつあります。では、本当に役に
立つ図書館とはどのようなものなのでしょうか。
　今回は、文部科学省生涯学習政策局に設置
された「これからの図書館の在り方検討協力者
会議」で座長を務めた筑波大学大学院図書館
情報メディア研究科の薬袋秀樹教授に、2006
年３月にまとめられた『これからの図書館像～地
域を支える情報拠点をめざして～（報告）』
※１
をもと
に、これからの図書館像、特に公立図書館につ
いてお話をお聞きしました。
（インタビュー日　2007年12月11日）
内外の環境変化が図書館改革に
――近年、「図書館改革」という言葉がよく聞か
れています。地方財政のひっ迫や地方分権とい
う流れの中で、地域の自立を真剣に考えていくと、
地域を支える情報を提供する公立図書館の役割
は非常に重要だと感じています。利用者の視点
に立って、いくつかの図書館では改革が進んでい
るようですが、図書館をめぐるさまざまな動きを薬
袋先生はどのように分析しておられますか。
インタビュー
interview
???????????????
筑波大学大学院図書館情報メディア研究科 教授
Hideki Minai
薬袋　秀樹氏
※１　『これからの図書館
像～地域を支える情報拠
点をめざして～』
「これからの図書館の在り
方検討協力者会議」によっ
て、地域や住民に役立つ
図書館となるために必要
となる新たな視点や方策
等について取りまとめられ
た提言。住民の生活、仕
事、行政、学校、産業など
各分野の課題解決を支援
する相談・情報提供の機
能の強化、図書館のハイ
ブリッド化（印刷資料とイ
ンターネット等を組み合わ
せた高度な情報提供）、学
校との連携による青少年
の読書活動の推進、行政・
各種団体等との連携によ
る相乗効果の発揮、図書
館経営の改革（図書館の
資源配分の見直し、職員
の意識改革など）などが
掲げられているほか、具体
的な取り組み事例も紹介
している。
http://www.mext.go.jp/b_
menu/houdou/18/04/060
32701/009.pdf よりダウン
ロード可。
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薬袋　多くの方々は、図書館を本を借りる施設
か学生の勉強部屋として受け止めていると思い
ます。日本では、先進諸国と比較して、本の値
段が安いといわれており、そのため、例えば、公
務員の皆さんは、仕事に必要な本は買ってしま
うことが多いと思います。また、専門書を真剣
に読む人は、線を引きたいと思うので、本を買う
ことが多くなります。このため、図書館では、読
書好きの方がベストセラーや小説を読むという
利用が多くなっていました。
　ただし、かつての図書館は、必ずしも使いや
すくなかったので、まず図書館を使いやすいも
のにして、貸出冊数を増やすことが目標になりま
した。その結果、かなり使いやすく便利になり、
特に、子ども向けの本や小説、生活関係の実用
書などがよく利用され、貸出冊数が増えてきまし
た。この過程で、図書館の規模はだんだん大き
くなってきました。
　図書館が大きくなると、小説や実用書だけで
なく、専門書や雑誌など多様な資料を収集する
ようになり、また、長時間滞在してさまざまな形
で利用するようになってきました。この過程で
大人の利用者が増えてきました。ある時期から
よく指摘されてきたのは、平日の昼間、図書館
へ行くと、調べものをする成人男性の利用者が
目立つようになってきたことです。
　このように、内発的な要因として、いろいろな
要求に応えられる図書館になってきたことがあ
ります。
　外発的な要因には、バブル期以後の不況や
地方分権政策があります。自治体では、その地
域がどのように存続していくかが問われ、独自
の政策が必要になります。すべての組織が生き
残るためにどうすべきかを考えています。今後
は、今よりも収入が減るため、仕事の生産性を
上げなければいけません。大学も収入が減りま
すので、もっと効率的に教育、研究を行う必要
があります。そうなると、知恵や知識が必要に
なり、調べものをする必要が出てきます。
　例えば、どこかへ行く時はインターネットで路
線検索をして、時間とお金を節約します。日本の
社会全体が、少ない費用と労力で効率を上げる
にはどうしたらよいかを必死になって考えていま
す。社会全体が調べものをしなければいけない
時代になってきたのだと思います。
　図書館の改革をめぐる動きの背景には、その
ような内発的な要因と外発的な要因があるとい
えます。
　ここで、資料や情報を提供する上で、図書館
が持つ特性についてお話ししたいと思います。
知識や情報を入手する手段として、書店、マスコ
ミ、インタ ネーットがあり、最近では、インタ ネー
ットさえあれば、情報が入手できるような意見も
見られます。
　報告でも触れられていますが、知識や情報を
入手する手段としての書店、マスコミ、インター
ネット、図書館を比較してみたいと思います。書
店には、新刊書や新刊雑誌はありますが、少し
前の本や雑誌はありません。マスコミでは、最
新の情報は得られますが、保存できませんし、
自分で整理しなければなりません。インタ ネーッ
トでは、信頼性の低い情報が多く、本や雑誌の
内容の多くはまだ見ることができません。
　これに対して、図書館では、新聞、雑誌、イ
ンタ ネーットによって最新の情報を得ることがで
きるとともに、少し前の本や雑誌、新聞も見るこ
とができ、資料や情報が分類されている点が特
徴です。つまり、比較的正確で体系的な蓄積さ
れた知識や情報を得ることができます。書店、
マスコミ、インターネットが提供する情報を整理
し保存しており、ここに図書館の独自な役割が
あります。
　図書館の置かれた状況も変わってきていま
す。地方の大都市のビジネスマンに、仕事でどこ
の図書館を使うかを聞いてみると、以前は商工
会議所の図書館がトップでした。これまでは、
商工会議所が独自の図書館を持っていました
が、財政が厳しくなってきたため、最近は閉鎖す
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るところが増えてきました。そうなると、そのニ
ズーを満たすのは公立図書館しかありません。
　自治体行政も同じです。自治体のさまざまな
部局に資料室がありましたが、徐々に廃止され、
図書館に対する要求が公立図書館に集まってき
ています。
　また、教育現場では、読書活動や総合学習を
支援するための学校（学校図書館を含む）への
協力が必要になってきました。
　このように、公立図書館には、それらのニー
ズを引き受け、ビジネスに関する要求にも、行政
に関する要求にも、学校教育に関する要求にも
応えることが求められています。
――民間や行政で内部化されていた部分が縮小
され、相対的に公立図書館の役割が大きくなって
きたということですね。
薬袋　以前は、日本では会社に資料室があるか
ら、ビジネスマンは公立図書館を使わないのだ
という意見をよく聞きました。それが無理な時
代になってきたのでしょうか。さまざまな形に
分化していた図書館の機能を公立図書館に集
中し、その代わり、もっと高度な要求にも応えら
れる図書館を作っていこうという動きととらえる
こともできます。
図書館の現実的な可能性をまとめた
『これからの図書館像』
――そうした社会の変化の中で、'01年に「公
立図書館の設置及び運営の望ましい基準」が
文部科学省から告示され、その後の変化や新た
な課題に対応して、これからの図書館運営に必
要な視点や方策を提言した『これからの図書館
像～地域を支える情報拠点をめざして～ (報告)』
が '06年３月に公表されています。この中では、
利用者が必要な情報を迅速かつ的確に得ること
ができること、特に地域の課題解決支援や調査
研究の要望にも応えていくべきだということが述べ
られています。課題解決支援という点では、「レ
ファレンスサ ビース
※２
の充実と利用促進」や「紙媒
体と電子媒体の組合せによるバイブリッド図書館
の整備」といった利用者の観点に立ったサ ビース
の充実が挙げられています。
薬袋　提言の内容は、個々の図書館で取り組ん
できたことを積み上げたものといえます。報告の
中で先進的な図書館の事例を紹介しています
が、あちこちの図書館で取り組んでいることを
集約したのが『これからの図書館像』です。し
たがって、提言には既に実際に取り組んでいる
という裏付けがあります。ただし、すべてのサ
ービスや活動を実践している図書館はまだあり
ません。個々の先進的な取り組みを体系的にま
とめて、すべてを実行すればどんな図書館にな
るのかという図書館の現実的な可能性を示した
ものといえます。
――ただ、先進的に取り組んでいる図書館と、そ
うでない図書館があると思います。
薬袋　確かにそのとおりです。改革に取り組ん
でいる図書館とそうでない図書館がはっきり分
かれていて、大きな格差があります。貸出を中心
に運営している図書館もありますし、貸出もそ
れほど熱心に行っていない、全体的に停滞して
いる図書館もあります。一方で、先進的にいろい
ろなサービスを導入している図書館もあります。
　今回の提言の意義は、個別に行われてきた取
り組みを集めて、実現可能な目標となる理想的
な図書館像を示したことです。したがって、そ
れは単なる理想像ではありません。そうするこ
とで、まだ取り組んでいない図書館にも取り組
んでもらいたいと考えています。
　報告の第１章は「よびかけ」で、社会に対して、
図書館はどのように役立つのかを語りかけてい
ます。この背景には、図書館の内部から変わる
※２　レファレンスサービス
事実情報や文献情報を求
めている利用者に対して、
図書館職員が図書館資料
を使って答え、回答の含ま
れる情報源を提示・照会
する人的なサービスのこ
と。 資料が見つからない、
こんな情報を探している
というときに「インフォメ
ーション」などの看板があ
る相談窓口で問い合わせ
るのが一般的である。
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のを待っていたのでは間に合わないという危機
感があったと思います。
　住民の方々の中にも、図書館は大して役に立
たないと思っている人がいるかもしれません。
そういう人たちにもアピールして、行政や地域の
住民の方々にもっと図書館はよくなるということ
を伝えたかったのだと思います。ですから、住
民の方々にも一緒に図書館を改革することをお
願いしています。
――第１章をあえて「よびかけ」としたのは、図書
館がこれから変わっていく、改革していくためには、
ユーザーにとって魅力のあるものだと理解していた
だくことが重要だということですね。
薬袋　そうです。図書館を評価する人々には、
利用者である住民と設置者である行政機関が
あると思いますが、両方の皆さんに理解してい
ただきたいのです。そして、働いている職員の
方々には意識改革をしてほしいと考えています。
――行政でも、市町村長などトップが政策として図
書館の重要性を意識することは大事なことですね。
薬袋　そうです。ですから、『これからの図書
館像』を、もっと首長や議員、行政職員や地域
の団体の方などのいろいろな方に読んでいただ
き、図書館は地域の役に立つということを理解
していただきたいと思っています。
海外との大きな違いはレファレンスサービス
――『これからの図書館像』では、先ほどのよう
ないくつかの視点が示されていますが、そこで掲げ
られているレファレンスサ ビースについてお聞きし
たいと思います。実は私も図書館にはこのような
重要な機能があるということを改めて認識したので
すが、実感としてそれほどサ ビースを受けたという
感じがないのです。
薬袋　一般の方々にはそのように感じておられ
る方が多いと思います。それは、日本の図書館
の現状から見て当然のことです。基本的には図
書館側の責任ですね。
　外国の図書館に行きますと、入り口から見え
るところにレファレンスデスクがあって、「イン
フォメーション」などの看板が出ています。利用
者が探し物をして館内をさまよっていると、スタ
ッフが「メイ・アイ・ヘルプ・ユ ？ー」と声をかけ
てくれるなど非常に親切です。ところが、日本
の場合、レファレンスデスクは、普通の利用者が
あまり行かない２階の奥まった場所などにある
場合がほとんどです。　　
　海外の図書館と日本の図書館で決定的に違
うのは、相談する窓口が入り口から見えるところ
にあるか、ないかです。また、海外の図書館な
ら、スタッフの方が近寄ってきてくれますが、日
本では座っている場合がほとんどです。
　その意味では、日本の図書館にはレファレン
スサービスの基本がないのです。恥ずかしいこ
とですが、日本ではレファレンスサービスが定着
していません。これは、これまで貸出を増やす
ことに多くのエネルギーが費やされてきたからで
しょう。
雑誌・新聞を活用する
――報告では、レファレンスサ ビースに関して、雑
誌記事や新聞記事が重視されています。
薬袋　報告の中の「レファレンスサービスの充
実と利用促進」という項目では、「レファレンス
サービスを通じた雑誌記事や新聞記事の検索
と提供が必要である」と述べています。貸出中
心の場合は、図書館の資料は本が中心になりま
す。本が中心の図書館は、必要な本は買います
という利用者にとっては、それほど重要ではあ
りません。
　調べものには雑誌や新聞が重要です。自宅で
地域と図書館
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週刊誌などを購読している場合もありますし、
市役所の企画課などに行くと、行政に関する専
門的な雑誌を講読していて、必要最小限の雑誌
は読むことができるようになっています。このよ
うに、本は自分で買い、必要な雑誌は家庭や職
場で講読しています。こうなると、調べものも身
の回りの資料で足りてしまいます。
　でも、それで十分なのでしょうか。必要な資
料は入手できているのでしょうか。雑誌記事や
新聞記事のデータベ スーを図書館で利用でき、
家庭や職場にない関連する雑誌記事や新聞記
事のコピーが入手できるとしたら、どうでしょう
か。図書館に行けば、自分が持っている資料以
外の情報が入手できるとなれば、大変便利で、
利用されるのではないでしょうか。
　多くの図書館では、雑誌は狭いスペ スーに押
し込められていて、だいたい１年分くらいしか書
架になく、それ以前のバックナンバーは閲覧でき
ません。海外の図書館では、１階が本、２階が
雑誌で、スペ スーの半分が雑誌です。
　ですから、日本の図書館とアメリカなどの図
書館は、同じ公立図書館でも、かなり違ってい
るのです。アメリカの図書館は入り口から見える
ところにレファレンスデスクがあって、非常に親
切な司書がいて、かなりの数の雑誌が並んでい
ます。日本では、レファレンスデスクがなく、本
が中心で、雑誌は片隅にあります。しかし、日
本でも、先進的な図書館では、いずれも雑誌が
増えて変わりつつあります。
――レファレンスサ ビースの充実という意味では
雑誌は非常に重要な要素だということですね。
薬袋　そういうことです。これが図書館改革の
核心だと思います。本は、書架を順々に探せば、
やがて見つかります。でも、雑誌記事を探すに
はデータベ スーの利用が必要です。極端ないい
方をすれば、レファレンスサービスの中心は雑
誌記事や新聞記事を探すことだといえます。
　実は、本は調べものには必ずしも適していま
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図－１　地域支援サービスの概念図（薬袋秀樹氏作）
※太字はこれからの図書館
として重視すべきと思われ
る取り組み（編集部注）
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は、かつては縮刷版を使っていましたが、今は
新聞記事データベ スーを導入する必要がありま
す。新聞記事データベ スーを導入すると、その費
用のために100冊以上の本が購入できなくなり
ますが、導入したデータベ スーを使いこなせば、
本なら何千冊分にもなる情報が得られると考え
てはどうでしょうか。新聞記事のデータベ スーを
導入してフルに使いこなす方が、本当に困って
いる人の役に立つと思います。
　次に、人手の問題です。貸出で忙しいからレ
ファレンスサービスはできないという主張もあり
ますが、困っている人々に必要な情報を案内す
ることは重要であり、そのためにレファレンスサ
ービスが不可欠なのだと考えてほしいと思いま
す。このように、図書館職員の皆さんの意識改
革が必要です。
　今までは、本を読みたい人々へのサービスが
中心でしたが、地域で課題を抱えて困っている
人々に対して、こういう資料や情報があるという
ことを案内できるように図書館を改革すること
が必要です。
――提供する側だけでなく、使う側もそのような使
い方ができるということを知って、どんどんニーズを
伝えていかなければいけませんね。需要側と供給
側の相互連携を深めていくことで図書館の質が
高まっていくような気がします。
薬袋　その点は最近大きく変わってきています。
ビジネス支援では、自治体の担当部局や商工会
議所をはじめとする地域の経済団体と一緒に取
り組んでいます。また、学校、市役所、子育てサ
ークルなどの地域の団体との連携によって、さま
ざまな課題を解決していこうとしています。
　これらの取り組みは、図書館だけが声を上げ
ても、なかなか広がりません。市役所や関係団
体などと連携して、図書館に対するニ ズーをしっ
かりつかんで、互いの役割分担の中でサービス
を打ち出していくことが重要だと思います。
せん。例えば、指定管理者について調べたいと
思って図書館に行きます。10冊の本が出版され
ていて、そのうち８冊が購入されており、そのう
ち評判のいい本が４冊借りられていたとします。
図書館に残っていた４冊を借り、書架にない４
冊を予約しても、借りている人がルールを守ら
なければ、その本がいつ借りられるようになる
のかはわかりません。残りの２冊はほかの図書
館から取り寄せてもらう必要があります。
　これに対して、雑誌記事索引を使えば、日本
中の雑誌記事が検索でき、その図書館にはなく
ても、国立国会図書館のコピーサービスを利用
すれば１週間程度で入手できます。
　課題解決に取り組む場合は、ほとんどの場
合、期限があるので、本に頼ると、期限に間に
合わないことがあります。そのような場合には、
雑誌記事や新聞記事が役立ち、それを使うには
レファレンスサービスが必要になります。そのよ
うに考えてみると分かりやすいと思います。
　また、本は、雑誌記事をもとにまとめられたも
のが多いので、最新の雑誌を見ていけば、必要
な情報が入手でき、雑誌記事を集めれば、本と
同じ情報が集まり、本よりも早く入手できます。
　本の場合は、「指定管理者制度」などと大ま
かなキーワ ドーでしか調べられないのですが、
雑誌記事の場合は、標題にいくつかのキーワー
ドが含まれている場合が多いので、「指定管理
者とリスクマネジメント」、「指定管理者と雇用」
など、複数のキーワ ドーの組み合わせで検索で
きるという利点があります。また、雑誌記事は
その時々の関心の高いテーマを取り上げていま
すし、記事の件数や著者数も多く、一つのテー
マでも掘り下げた内容の情報を得ることができ
ます。
――では、そのようなレファレンスサ ビースを充実
させるために、どのような課題があるのでしょうか？
薬袋　まず費用の問題です。新聞記事について
地域と図書館
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連携が無から有を生む
――近年は地方財政が厳しく、図書館運営も予
算は削減傾向にあると思います。
薬袋　これは非常に深刻な問題で、解決は難
しいと思いますが、当面できる限りの努力をして
打開するしかありません。打開策の一つとして、
効率的な運営があります。それには職員の適
正配置や機械化による省力化が必要です。特に
重要なことは他機関との連携です。図書館の持
つ資産を洗い出して、それを理解した上で運営
することによって、行政や学校、各種団体や組
織などと、相互の利点を生かした連携による効
果的な運営ができるはずです。
　例えば、公開講座です。駅前など立地に恵ま
れた図書館であれば、大学と連携して公開講座
を開催することができます。鳥取県立図書館で
は、県内の大学と連携して年間約40講座を開
設しています。大学にとっては、共催なので会場
費はかかりませんし、館内では常にポスターを
貼ってもらえるのでＰＲもできます。図書館にと
っては、予算がなくても公開講座ができ、今ま
で図書館に来なかった住民の方が公開講座を
受講されることもあります。その場で、関連する
図書を展示し、図書館の資料のリストを配布す
れば、新しい利用者が生まれます。利用者にと
っては、便利な場所で公開講座を受講すること
ができ、合わせて、図書館資料も利用すること
ができ、何重ものメリットがあります。
　このように、図書館が持つ立地、認知度、施
設、図書館資料という資産と大学が持つ公開講
座という資産が一緒になることによって、互いに
メリットが出てきます。このような状況を「１＋１
が２ではなく、５になる」と表現しています。
――公立図書館の場合、都道府県立図書館と
市町村立図書館の連携、よりよい関係づくりには
どのような方向を目指していくべきでしょうか？
薬袋　政令指定都市以外の市立図書館や町村
立図書館では、持っている資料が少ないので、
利用者の希望する資料がない場合は、都道府
県立図書館が宅配便で利用者の近くの図書館
に本を送ったり、車で運んだりするサービスをし
ています。都道府県立図書館には、市町村立図
書館の貸出サービスをバックアップする役割が
あります。
　また、都道府県立図書館の重要な役割に図
書館職員の研修があります。市町村立図書館
は、司書の人数も少なく、職員の異動も多いの
で、研修が重要です。最近は、ＩＴ技術を活用
して研修に取り組んでいる県立図書館もありま
す。ホームページ上でパスワ ドーを入力すると、
研修資料や講義録が閲覧できるようになった
り、電子メールでレポ トーを送ったりすることが
できます。わざわざ研修会場に出向かなくて
も、同じ知識が得られます。今後はそのような動
きがどんどん加速していくでしょう。
　さらに、今後の都道府県立図書館の役割とし
て重要なことは、新しい図書館のイメージを示
すことです。予算がなくても、創意工夫でこのよ
うなことができるという具体的な取り組みの事
例を示していくことです。
　繰り返しますが、予算のない中で運営するに
は連携が重要です。例えば、気象台と県立図書
館が共催で展示会を開催したら、その後は市町
村立図書館でも同じ展示を行うとよいと思いま
す。公開講座やセミナー、展示会などは、１回だ
け開催するのではなく、県下で繰り返し行いま
す。そうすれば、県全体で開催でき、市町村の
役にも立ち、市町村も助かるでしょう。
　連携とは、単に連絡や話し合いを行うことで
はありません。互いの資産を持ち寄って一つの
事業を行うことです。例えば、図書館には立派
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なホールや研修室があり、立地がよく、夜遅くま
で開館しているといった資産があります。他のど
の機関の資産と組み合わせれば、効果が上がる
かを考える必要があります。みんなで知恵を出
し合って、どこの資産と合体させれば、無から
有を生むかを考えていくことが必要です。
　また、最近は、図書館で、地域の関係機関や
団体などの発行したチラシやパンフレットを展
示し配付する例が増えています。図書館は、こ
れらの団体と連携しているわけです。図書館
は、老若男女いろいろな人たちが利用するので、
たくさんの人の目に触れやすく、配布場所として
とてもいい場所だといえます。
空間としての図書館を活用する
――地域住民が幅広く利用するという、図書館
が持っている空間の機能を活用するということで
すね。
薬袋　それが図書館の大きな資産です。図書
館は、立地条件や開館時間、認知度の高さや幅
広い利用者層などの点で、地域の中では敷居の
低い利用しやすい場所です。気楽に入っていけ
る空間なので、今まで限られた人にしか届かな
かった情報が広く伝えられる場所にもなります。
――立地の面でいうと、青森市などは駅前に新し
い図書館ができて、館内に冷蔵機能付きのロッカ
をー完備したこともあって、買い物のついでに図
書館を利用する人が増えています。中心市街地
の活性化につながった、とてもいい事例だと思い
ました。
薬袋　商業施設が衰退して行く中で、図書館
は集客力という点でも重要な施設だと思います。
課題解決支援というサービスが加われば、本好
きでない人々も集まってきます。誰にでも役に立
つ施設という点では、図書館が一番です。です
から、機能的にもまちの中心になり得るわけで
す。
――ヨーロッパなどでも図書館はまちの中心にあ
って、にぎわいの一角をなしています。
薬袋　日本でもようやくその方向になってきた
と思います。最近は、駅前に図書館をつくる自
治体が増えていて、にぎわい創出や中心市街地
の活性化などが期待されています。また、駅の
そばに図書館があることで、電車を待つ間に本
を読むことができるため、高校生の非行防止に
もつながります。高校生に読書習慣をつけても
らう上では、駅前はとてもいい場所です。
　駅前の場所や駅ビルはビジネス支援の拠点と
しても便利です。ビジネス支援に力を入れてい
る静岡市立御幸町図書館は市の中心部にあり、
長野県上田市には駅前ビルの中に暮らしとビジ
ネス支援をコンセプトの一つにした上田情報ラ
イブラリーがあります。駅前や市の中心部は利
用者の調べものに適した場所です。
改革が進む全国の図書館
――お話を聞いていると、これまで図書館の評価
は貸出数だったのでしょうが、今はそれ以外の要
素も見定めていかなければならないのですね。
薬袋　そうです。貸出だけでなく、レファレンス
サービスが行われているか、新聞記事や雑誌記
事のデータベ スーが提供されているか、という
要素があると思います。また、図書館の中に閉
じこもっているのではなく、地域の住民、関係
団体、行政と連携しているかということも重要
です。
立川市中央図書館では、行政職員が持っている資料を、写真のような行政
資料用のメモを貼り付けた封筒に入れてもらうだけにして、資料収集を行っ
ている。
地域と図書館
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――北海道の図書館では、置戸町が古くから地
域に密着した先進的な取り組みをしています。
薬袋　置戸町では、自動車図書館が町内をくま
なく巡回して貸出を伸ばした上で、地域の産業
である木工業と連携しました。最近では、滋賀
県の東近江市立永源寺図書館は食と農に視点
を当てた取り組みをしていて、注目されています。
　課題解決という点では、行政の課題を解決す
る行政支援も重要です。東京都の立川市中央
図書館では、不要になった行政資料を捨てる
ことなく、図書館に送付してもらうように、図書
館から職員にチラシを配布して依頼しています。
その際に職員の手をわずらわせないように、市
の作成資料、都の発行資料などの区分に○を
つけて、封筒に入れてもらうだけで済むような工
夫もしています。
　横浜市中央図書館は、市会議員向けに、地方
自治に関する本の解説付きのリストを掲載した
パンフレットを作成して配布しています。この仕
事は議会事務局との共同事業です。他の部局と
一緒に取り組むことによって、図書館が単独で
仕事をするよりも、はるかに効果的な仕事がで
きます。
　この２市の図書館は、市役所職員の方へのレ
ファレンスサービスに力を入れていて、よく利用
されており、高く評価されています。
　大阪府立中央図書館では、『図書館へ行こ
う！』『そんなとき、図書館へ！』というパンフレ
ットを作成して、図書館にはどんな使い方があ
るのかを案内しています。
　このような取り組みを見ていると、頑張ってい
る図書館は本当によく考えていると感じますね。
図書館運営と指定管理者制度
――北海道では、今でも図書館のない町村があ
りますが、中長期的に公立図書館の望ましい配
置のイメー ジはあるのでしょうか。
薬袋　この間の市町村合併によって、見かけ上
の図書館の設置率が高まっている場合がある
ので、その点は注意する必要があります。全国
どこでも日常的に図書館サービスを利用できる
ようにするためには、公民館の図書室や学校図
書館の一般開放などを含めて、中学校区などの
生活圏ごとに図書館サービスの拠点を整備す
ることが望ましいといわれています。中学校区
というと人口8,000人～10,000人くらいに１カ所
です。公民館図書室や学校図書館なども利用し
て、課題解決の手がかりを見つけられるような
拠点をつくることが必要だと思います。
　公民館図書室では、『家庭の医学』など地域
で生活する上で不可欠の本があり、インタ ネーッ
ト端末から生活に必要な情報や資料を得られ
るという新しい形の図書館も考えられます。そ
して、あとは、もう少し広い生活圏の中に公立
図書館があれば、近くの図書室で調べられなか
ったときに図書館に行って、読書をしたり、調べ
ものをすることができます。
　すべての町村に図書館があることが望ましい
ことはいうまでもありません。図書館をつくるに
は、地域で図書館について学習すること、図書
館の機能を果たす施設を見つけて、その機能を
徐々に拡大していくことだと思います。公民館の
図書室や学校図書館、その他の資料室などを
利用して、図書館活動を進めていくことが必要
です。
大阪府立中央図書館のパンフレット
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に役に立つのかということをしっかり学んで、政
策を打ち出してほしいと思います。
市町村合併の影響は
――一方で、市町村合併によって図書館サ ビー
スをどのように展開していけばいいのかという新た
な問題も出てきています。
薬袋　図書館現場では大変苦労されていると
聞いています。先進的な図書館はそれほど多く
ないので、先進的な図書館とそうでない図書館
が合併すると、平均したレベルに落ち着いて、サ
ービスの質が下がるからです。また、合併した
場合、郷土資料はすべて保存する体制が必要
ですが、うまくいっていないことも多いと聞いて
います。
　市町村合併で重要なことは、自治体の規模が
大きくなることによって、提供される資料の範囲
が広がり、職員によるサービスが向上する可能
性があることです。何としても、これを生かして
いただきたいと思います。また、郷土資料を継
承することが必要です。しかし、実際にはサー
ビス水準が下がってしまう場合も少なくありま
せん。先進的な図書館のお手本が少なくなって
しまうのではないかと危
き ぐ
惧しています。
――地域の情報は地域でしっか
りと保存していくことが大切です
ね。本日はありがとうございまし
た。
聞き手　釧路公立大学教授・地域経済研究センター長
　　　　小磯修二（こいそしゅうじ）
――現在、図書館運営については、指定管理者
制度の導入など、どのようにマネジメントしていくの
かということが大きな課題になっています。
薬袋　指定管理者の導入について議論する前
に、地域にどのような図書館をつくりたいのか
を自治体が明確にすべきだと思います。この報
告では、一つの選択肢として、これまでの貸出
サービスに加えて、課題解決支援機能を充実し
た図書館がいいのではないかという提案をして
います。この提案をどう受け止めるのか考えて
いただきたいと思います。目標がはっきりすれ
ば、考え方が明確になります。報告には、指定
管理者制度を含む管理運営形態に関する詳し
い評価基準が挙げられていますので、参考にし
てください。
　最近は、公共図書館の研修会に指定管理者
の方 も々参加しているのですが、これまでのとこ
ろ、この方々から課題解決支援を重視した図書
館を目指したいという言葉を聞いたことはありま
せん。これは、指定管理者は、自治体がつくり
たいといった図書館を実現し、運営しますとい
う受け身の立場にあるからだと思います。貸出
中心の図書館がよいと自治体がいえば、それを
実現しますといわざるを得ないでしょう。民間企
業が自前の事業を行うのであれば、その企業の
持つ哲学や方針に従って運営されていくのでし
ょうが、図書館は公的な施設ですから、結局は
自治体の考え方に合わせることになるのだと思
います。
　しかし、私は、指定管理者の方々にも、課題
解決支援機能を充実した図書館の実現を目指し
て頑張っていただきたいと思います。指定管理
者の方々も、ある程度の費用はかかっても本当
に地域の役に立つ図書館を実現するという哲学
を持って努力してほしいと願っています。
　図書館は、単に本を並べて貸し出せばいい、
誰でも運営できるという認識では困ります。自
治体が、図書館とはどのようなものか、どのよう
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